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菊切手　　濱
は ま や

谷　彰
あきひこ

彦（東京都）⑤

　菊切手は、図案の中央に菊花紋章を配したことから、そう呼ばれている。1899 年（明治 32）１月１日か
ら 1907 年（明治 40）までに 18 種の切手が発行されている。菊切手が製造・使用された時期は、日本の産
業革命期で、郵便物の量が増大していた。そこで、郵便切手の製造効率を上げるために、これまでの単線目
打器のほかに櫛型目打器が導入された。その結果、目打にはバラエティが存在する。展示では、刷色、目打、
銘版、見本・みほん、消印それに使用例を、額面ごとに分類整理した。
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